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3年生0学期の計画立案

指導変革の軌跡
進路学習　◎　新潟県立新潟高校

進学実績向上　◎　石川県・私立北陸学院中学・高校

生きたデータの
徹底研究

理科　◎履修科目の構成と学習内容の変化への対応の仕方新課程
教科指導最前線

福島県立会津学鳳中学・高校　蓮沼誠志先生

表紙の学校

穏やかに、熱く

　１学年主任を務める蓮沼誠志先生が、生徒に語り掛ける口調はい
つも穏やかだ。そんな蓮沼先生が最近叱ったのは、生徒が集合時間
に５分遅れた時。「皆で決めた時間だよね。他人の時間を奪って迷惑
を掛けてはいけない」と、厳しく伝えた。「『一緒に仕事をしたい』
と思われる社会人を育てたい。これからの日本を背負っていく力の
ある生徒たちだからこそ、教師として、先に生まれた者の務めとして、
しっかりバトンを渡していきたいと思っています」
　福島県立会津学鳳中学・高校は、２００７年度に県立中学校を併設した、
県内唯一の公立中高一貫教育校だ。その１期生を２０１３年の春、進路
指導主事として送り出した蓮沼先生は、今年度は１年生の担任となり、
自分との戦いに打ち勝てるタフな人間の土台づくりから始めている。
「大学受験には、自分の将来を選び、そのために学ぶという生徒の主
体性が集約されています。不安や失敗に押しつぶされ自ら崩れてい
かないよう、１年生からの育成が大切だと考えます」と話す。
　クラスでは、危険や周囲への大きな迷惑が伴わない限り、生徒に
全てを任せる。４月にクラス役員を決める時も、７月の球技大会の
出場競技を割り振る時も、先生はあえて何も言わない。クラス全員
が話し合い、どんなに時間が掛かっても、自分たちで決める。「まと
める人は大変」とつぶやいていた生徒たちだが、球技大会前には全
校で一番早く、「蓮沼コーポレーション」と題して先生の顔写真とク
ラス全員の名前を入れたＴシャツを作った。「情報科の先生から『写
真の加工法を質問されました』と聞きました。他の大人にも自ら協
力をお願いし、皆で形にしたことがうれしかった」と蓮沼先生。少
しずつ、でも着実に、生徒は自分の足で歩む術を身に付けている。
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